
東海地域の麦をめぐる事情

令和５年６月



１ 東海地域における麦類の生産状況

① 小麦の作付面積、収穫量及び単収（10a当たり収量）の推移

小麦の作付面積及び収穫量の推移（東海３県） 小麦の単収の推移（北海道・都府県・東海３県）

１

資料：農林水産省「作物統計」資料：農林水産省「作物統計」

（年産）

○ 東海３県の小麦の作付面積及び収穫量は、近年、増加傾向となっている。令和４年産の小麦の作付面積
は16,610haで、前年産に比べ480ha（３％）増加しており、過去20年間で最大となった。収穫量は67,500t
となり、前年産に比べ4,600t（７％）増加した。

〇 東海３県の令和４年産の小麦の単収は、407kg/10aとなり、令和３年産と比べると16kg/10a（４％）増加
した。

（年産）



１ 東海地域における麦類の生産状況

② 六条大麦の作付面積、収穫量及び単収（10a当たり収量）の推移

六条大麦の作付面積及び収穫量の推移（東海３県） 六条大麦の単収の推移（都府県・東海３県）

２

（年産） （年産）

○ 東海３県の大麦（六条大麦）は、令和２年産まで作付面積及び収穫量ともに増加傾向で推移しており、
令和２年産の収穫量は2,328tと過去20年間で最多となったが、実需の動向を踏まえ、令和４年の作付面積
は470ha（令和３年比８％減）、収穫量は1,350t（令和３年比４％減）となった。

○ 東海３県の大麦（六条大麦）の単収は、天候不順等により、令和４年産は287kg/10aとなり、好天に恵ま
れた令和２年産に比べ大きく減少したものの、前年産と比べると増加した。

資料：農林水産省「作物統計」 資料：農林水産省「作物統計」



２ 小麦の作付面積、収穫量及び単収（10a当たり収量）の推移（県別）

小麦の作付面積及び収穫量の推移（岐阜県）

３

○ 作付面積は、三重県では増加傾向で推移しており、岐阜県及び愛知県ではほぼ横ばいで推移している。
〇 収穫量及び平均単収は、岐阜県、三重県はほぼ横ばいで推移しているが、愛知県では、増加傾向で推移
している。愛知県では、近年、多収品種への品種転換が行われたこと等により令和元年産において大幅に
増加した。

小麦の作付面積及び収穫量の推移（愛知県） 小麦の作付面積及び収穫量の推移（三重県）

小麦の単収の推移（岐阜県） 小麦の単収の推移（三重県）小麦の単収の推移（愛知県）

資料：農林水産省「作物統計」 ※平均単収：直近７か年のうち、最高及び最低を除いた５か年の平均値



３ 小麦の作付面積、収穫量及び単収の全国における順位

４

○ 東海３県の令和４年産小麦の生産状況における全国順位は、作付面積は三重県４位、愛知県６位、岐阜
県12位、収穫量は愛知県４位、三重県５位、岐阜県10位と、作付面積及び収穫量ともに上位に位置してい
る。

〇 また、令和４年産小麦における単収の全国順位は、愛知県１位、岐阜県17位、三重県19位となっている。

令和４年産 小麦作付面積 令和４年産 小麦収穫量 令和４年産 小麦単収

資料：農林水産省「作物統計」

（ha） 割合（％）

1 北海道 130,600 57.5

2 福岡 16,500 7.3

3 佐賀 12,100 5.3

4 三重 7,250 3.2

5 滋賀 6,430 2.8

6 愛知 5,870 2.6

…

12 岐阜 3,490 1.5

…

227,300 -

17,400 7.7

順位 都道府県
作付面積

東　海

全　国

（t） 割合（％）

1 北海道 614,200 61.8

2 福岡 75,400 7.6

3 佐賀 56,600 5.7

4 愛知 30,000 3.0

5 三重 25,000 2.5

…

10 岐阜 12,500 1.3

…

993,500 -

67,500 6.8

都道府県
収穫量

順位

東　海

全　国

単収

（kg/10a）

1 愛知 511

2 北海道 470

3 佐賀 468

4 福岡 457

5 愛媛 452

…

17 岐阜 358

…

19 三重 345

…

437

407

順位 都道府県

東　海

全　国



４ 東海３県における主な小麦産地（市町村別）

令和４年産小麦の市町村別生産状況 小麦の市町村別作付面積（令和４年産）

５

○ 東海３県の市町村別の小麦の生産状況では、岐阜県では海津市、愛知県では西尾市、安城市、三重県で
は松阪市が1,000ha以上の作付面積となっており、小麦の主産地となっている。

○ また、東海地域では、稲－麦－大豆の２年３作のブロックローテーションが確立されており、これら地
域は大豆の主産地にもなっている。

松阪市

海津市

西尾市

安城市

（ha）

注１： は個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護する

ため、統計数値を公表していない市町村

注２： 空白は小麦を作付していない市町村

資料：農林水産省「作物統計」

資料：農林水産省「作物統計」

0

岐阜県

市町村名
作付面積

（ha）
収穫量

（t）

海津市 1,040 4,660

垂井町 256 816

養老町 246 852

揖斐川町 227 563

関市 217 715

池田町 215 548

大野町 208 789

大垣市 204 644

神戸町 174 581

輪之内町 169 644

岐阜市 159 511

本巣市 154 527

羽島市 63 203

瑞穂市 42 124

山県市 33 55

富加町 24 87

安八町 20 81

関ケ原町 17 40

北方町 9 33

愛知県

市町村名
作付面積

（ha）
収穫量

（t）

西尾市 1,290 6,580

安城市 1,080 5,310

豊田市 894 4,450

岡崎市 555 2,640

弥富市 462 2,770

愛西市 313 1,690

刈谷市 199 995

飛島村 194 1,160

幸田町 159 731

知立市 114 556

碧南市 102 520

豊川市 93 502

稲沢市 75 469

豊橋市 70 356

みよし市 59 287

あま市 41 251

高浜市 38 186

三重県

市町村名
作付面積

（ha）
収穫量

（t）

松阪市 1,820 6,870

津市 949 3,350

鈴鹿市 745 2,680

菰野町 590 2,150

伊賀市 467 1,200

四日市市 464 1,450

いなべ市 438 1,420

桑名市 334 1,230

伊勢市 309 1,090

多気町 274 792

明和町 254 739

東員町 192 678

玉城町 143 476

木曽岬町 101 370

亀山市 71 234

度会町 14 38



５ 小麦の生産者数、作付規模の推移

６

○ 東海３県の販売目的で小麦を作付けた経営体は、平成22年から10年間で半減しているが、作付面積は
約1.2倍に増加している。

○ 東海３県の１経営体当たりの作付面積は平成22年からの10年間で約2.6倍に増加しており、岐阜県及び
愛知県で都府県平均を大きく上回っている。また、東海３県では平成22・27年は都府県平均と同程度で
あったが、令和２年には都府県平均を1.3ha上回った。

○ 東海３県における小麦の作付面積が５ha以上の経営体は、平成17年の４％から令和２年の27％へと拡
大しており、農地の集積等により経営の規模拡大が進んでいる。

小麦の作付農家数、面積の比較

資料：農林水産省「農林業センサス」

１経営体当たり面積の推移

経営規模別経営体数（東海３県）

資料：農林水産省「農林業センサス」

資料：農林水産省「農林業センサス」



７

６ 小麦の品質及び取引価格の推移

○ 東海３県の小麦の１等比率は、年産による変動が大きく、天候不順等により令和３年産では53.2％で
あったが、令和４年産では、73.7％と増加した。

○ 東海３県の小麦の取引価格は、令和元年産以降は一部の品種を除き下降傾向にあったが、①中国の旺
盛な買付け、②海上運賃の上昇、③米国・カナダ産小麦の不作、④ウクライナ情勢の変化による供給懸
念等により令和５年産では大きく上昇した。

小麦の年産別１等比率の推移（東海３県） 小麦の取引価格の推移

資料：農林水産省調べ 資料：（一社）全国米麦改良協会調べ。ただし、都府県の価格は東海農政局において算出。

注：産地品種銘柄によっては、民間流通麦の取引制度に新たに上場されたもの、又は 上
場が取り消しになったものがある。

（年産）



○ 東海地域では、これまで主に日本麺用の従来品種である「農林61号」と「イワイノダイチ」が作付され
ていたが、実需者ニーズに対応するため、品種切替が進められ、「きぬあかり」及び「あやひかり」の作
付が拡大した。

７ 優良品種への転換

東海地域において生産されている主な品種の特徴

８

資料：農林水産省調べ

東海地域における小麦の品種別作付面積の推移 東海地域における小麦の品種別構成割合
（令和４年産作付面積）

資料：農林水産省調べ

ha

haha

ha

ha

ha

ha
ha

県名 品種名 特徴

岐阜県 さとのそら
早生品種であり、「農林61号」に比べ、短稈で耐倒伏性、耐病性に優れる。
収量は、「農林61号」より10％程度多収。
汎用性の高い通常アミロース含量品種で、粉及び麺色が明るい黄白色。

愛知県 きぬあかり
「農林61号」に比べ、耐湿性及び耐倒伏性に優れ、水田を利用した栽培に適する。
収量は、「農林61号」より20％程度多収。
生地を強くするグルテニンを４種類持ち、アミロース含量がやや少ないため、コシがあり滑らかな麺ができる。

三重県 あやひかり
「農林61号」より２～５日早期収穫が可能であり、縞萎縮病、赤さび病に強い。
多収であり、製粉歩留も高い。
低アミロースであるため、麺が滑らかで食感が良い。



８ 品質・単収向上のための技術対策

９

小麦ほ場の弾丸暗渠の施工葉色診断の様子

○ 東海３県の小麦は、収穫期が降雨時期にあたることから、品質や収量に振れが大きく、それらの安定が課
題となっている。

○ 品質向上については、適期・適量の追肥を行うことが重要であることから、土壌分析や葉色の診断に基づいた施肥
管理を推進している。

○ 収量向上については、麦は湿害に弱いことから、排水対策の取組を推進している。特に水田作では、ほ場に弾丸
暗渠等の排水対策の実施が重要となる。



16道県1,000筆以上の実態調査の
エビデンスに基づき指標化

生産者自らが圃場ごとに要因を診断

対策技術の処方＆情報提示

ポイントを解説後、
詳しい情報へのポータルとして利用

圃場条件にあった適切な栽培技術を提示

（参考１）診断に基づく栽培改善技術導入支援マニュアル

○ 農研機構が「診断に基づく栽培改善技術導入支援マニュアル」を作成し、農研機構のHPに掲載。
○ 栽培条件と減収要因との関連について、スマートフォンを用いてユーザーが簡易に診断し、多くの技
術情報の中から必要な対策にアクセスすることができる。

10



生育予測モデル

1kmメッシュ気象情報

×

茎立期、出穂期等の生育ステージを予測

追肥診断 病害虫発生予測

衛星画像（NDVI等）に基づく最適追肥量 メッシュ気象に基づく発病リスク分布

・適期追肥
・最適な水管理
・病害虫の適期防除
・適期収穫

【効果】 精度の高い生育ステージ予測ができ、栽培指導の役に立つ。

愛知県・JAあいち経済連・名古屋大学

営農指導

普及指導員・営農指導員 生産者

・品質向上・収量向上
・省力・低コスト化の実現
・農家手取りの向上

適
期
作
業

（参考２）発育診断予測モデルの事例

○ 愛知県・名古屋大学・JAあいち経済連は、発育診断予測モデルに衛星画像や、メッシュ気象情報など
を組み合わせた栽培管理を実証済み（H29～R2の4年間）。

○ ブロックローテーションの中で、稲作とあわせて、麦作の生育ステージ予測に基づく追肥診断等を一
体的に取り組んでいる。
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全国麦作共励会は、麦作農家及び集団の生産技術水準の向上と農業経営の改善を図る観点から、先進的で他の模範
となる麦作農家及び集団を表彰し、その業績を広く紹介するものです。

農家の部

株式会社 斉藤來洲（三重県員弁郡東員町）

経営の概要

水稲・麦・大豆を合計84ｈａの規模で経営している。平成29年度に法人を設立し、後継者の啓太氏は、桑員地区の若手農業者で構成さ
れる桑員４Hクラブの会長を務めるなど地域の農業振興に向けて積極的に活躍されている。水稲・麦・大豆の２年３作のブロックローテー
ションを確立しながら栽培技術並びに収量と品質の向上を図っている。

小麦の栽培に当たっては、三重県特産品である「伊勢うどん」麺用として需要の高い「あやひかり」を作付け、農協を通じて全量を県内実
需者に納めている。

技術上の特色

麦生産を始めた先代の頃から土壌の物理性改善や排水対策を特に注力して取り組んでいる。具体的には、スタブルカルチによる心土
破砕によって排水性を確保するとともに、改良した溝堀機を使って額縁明渠とほ場内明渠を設置した排水対策を行っている。

令和4年産の単収は、平均単収414kg/10aで県平均の312kg/10aを大きく上回った（県平均比 132.7%）。ドローンを利用した効率的な病
害虫防除やほ場管理システム（KSAS)による計画的な作業管理といったスマート農業に取り組むことに加え、ブロックローテーションによ
る団地化により、労働時間の軽減が図られてる。

令和４年度全国麦作共励会 東海地方優良事例 －農林水産大臣賞－

基本技術の徹底とスマート農業の導入により高単収・高品質な麦生産を実現

麦の種類（品種）

作付面
積

(ha)

単収
(kg/10

a)

作業時
間

(hr/10
a)

1等比
率(%)

小麦（あやひかり） 27 414 3.4 100

(株) 斉藤來洲の皆様 ドローンを用いた赤かび病防除
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